
第２回定例会議決結果一覧

第２回臨時会議決結果一覧

議会の動き

一般質問ダイジェスト
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キラリ★
キラリ★いぜなっ子　ザ・学生は、近隣学校単位で掲載すること
にしました。今回のキラリ★いぜなっ子は沖縄県立沖縄工業高
等学校に通う皆さんです。

　
歩
夢
く
ん
は
中
学
生
の
こ

ろ
、技
術
を
身
に
つ
け
て
社
会

に
出
た
い
考
え
、沖
縄
工
業
高

校
に
入
学
し
ま
し
た
。

　
高
校
は
寮
生
活
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。最
初
は
う
ま

く
馴
染
ん
で
い
け
る
か
心
配

だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
ル
ー
ム

メ
イ
ト
が
地
元
の
先
輩
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、環
境
に
早
く

慣
れ
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う

で
す
。

　
寮
で
の
生
活
に
順
応
し
始

め
る
と
仲
間
も
で
き
、学
校
生

活
で
の
友
人
も
増
え
始
め
ま

す
。

　
学
校
生
活
で
の
思
い
出
は
、

専
攻
す
る
土
木
科
の
仲
間
た

ち
と
参
加
し
た
球
技
大
会
や

遠
足
な
ど
の
行
事
が
と
て
も

楽
し
か
っ
た
と
心
に
残
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
専
攻
す
る
土
木
科
で
は
初

め
て
学
ぶ
分
野
で
し
た
が
一

生
懸
命
取
り
組
ん
だ
こ
と
で

何
と
か
勉
強
に
も
つ
い
て
い

く
こ
と
が
で
き
、現
在
は
土
木

施
工
管
理
技
士
２
級
試
験
に

向
け
て
、日
々
勉
強
に
励
ん
で

い
ま
す
。

　
卒
業
後
は
建
築
関
係
の
仕

事
に
就
き
た
い
と
考
え
て
い

る
そ
う
で
す
。

　「
建
築
関
係
を
基
本
に
考
え

て
い
ま
す
が
、モ
ノ
づ
く
り
を

応
用
し
て
様
々
な
業
種
に
挑

戦
し
て
み
た
い
」と
希
望
に
燃

え
て
い
ま
す
。

　
後
輩
た
ち
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
お
願
い
す
る
と「
地
元
の

友
人
た
ち
は
本
島
に
出
て
き

て
か
ら
も
助
け
合
え
る
仲
間

な
の
で
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
ろ
さ
ん
は
幼
い
こ
ろ

か
ら
料
理
を
作
る
こ
と
に
興

味
が
あ
っ
た
こ
と
や
お
兄
さ

ん
が
沖
縄
工
業
に
進
学
し
て

い
た
影
響
も
あ
り
、
沖
縄
工

業
高
校
の
生
活
情
報
科
食
物

コ
ー
ス
に
進
学
を
決
め
ま
し

た
。

　
最
初
は
学
校
の
近
く
に
お

兄
さ
ん
と
同
居
し
、学
校
生
活

を
ス
タ
ー
ト
。

　
本
島
の
生
活
に
な
か
な
か

慣
れ
ず
、
飲
み
水
や
食
事
な

ど
環
境
に
適
応
す
る
こ
と
に

苦
労
し
ま
す
。し
か
し
、
幼
い

こ
ろ
両
親
か
ら
「
料
理
や
洗

濯
な
ど
い
ず
れ
は
島
を
出
て

も
一
人
で
や
っ
て
い
け
る
よ

う
に
意
識
し
な
さ
い
」
と
教

え
ら
れ
て
い
た
経
験
が
活

き
、
次
第
に
生
活
に
も
慣
れ

始
め
ま
す
。

　
学
校
生
活
で
は
一
カ
月
ぐ

ら
い
経
つ
と
友
人
も
で
き
始

め
、遠
足
な
ど
の
行
事
で
仲
を

新田歩夢くん

東江こころさん

深
め
ま
し
た
。勉
強
で
も
調
理

や
栄
養
な
ど
を
学
び
、現
在
で

は
食
物
調
理
一
級
検
定
に
挑

戦
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、驚
く
こ
と
に
沖
工
に
通

う
こ
と
で
他
分
野
の
こ
と
に

も
興
味
が
湧
き
、小
型
ク
レ
ー

ン
や
ダ
ン
プ
カ
ー
な
ど
の
免

許
取
得
に
も
励
ん
で
い
た
そ

う
で
す
。

　
色
々
と
興
味
を
持
つ
こ
こ

ろ
さ
ん
の
卒
業
後
の
進
路
は

ブ
ラ
イ
ダ
ル
関
係
の
仕
事
に

進
み
た
い
と
話
し
ま
す
。一

見
、他
分
野
の
仕
事
の
よ
う
に

聞
こ
え
ま
す
が「
人
を
喜
ば
せ

る
こ
と
は
共
通
し
て
い
ま
す
」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。多
く
の
人
々
の
幸
せ
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
く
の
で

し
ょ
う
。

　
後
輩
た
ち
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
た
ず
ね
る
と「
最
初
は
環

境
に
慣
れ
る
こ
と
が
、学
校
生

活
を
充
実
さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト

だ
と
思
い
ま
す
。一
人
で
頑
張

る
の
で
は
な
く
、ま
わ
り
を
十

分
に
頼
っ
て
も
い
い
の
で
前

を
向
い
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　議会だよりは定例会ごとの審議が主に編集掲載されるが、前号は新型
コロナウイルスの影響を受け、学生シリーズなどの掲載ができず、ようや
く今月号から平常な記事掲載になりました。
　しかし、再び県内に感染拡大し、歯止めがかからない、県独自の緊急事態

宣言が発令、さらに自粛期間も延長となり大変厳しい生活環境に直面しています。村民一
体となって感染拡大防止策で収束させ、安心安全な生活環境を取り戻したいものです。
　村民の皆様、くれぐれもお体にはご留意され、ご自愛ください。

広報調査特別委員会　伊礼正徳

　去る7月13日県
産品優先使用要請
団来村。古波津団
長（右）から要請書
を受ける宮城議長
（左）

沖縄県立沖縄工業高等学校
（３年生）

新田　歩夢くん（諸見）
沖縄県立沖縄工業高等学校
（３年生）

東江こころさん（伊是名）

あゆむ

編集
後記
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令和２年第２回伊是名村議会定例会は、６月10日から12日までの３日間で開催された。本定例会に
提案された議案は20件で、うち報告４件、承認２件、同意１件、発議１件、陳情２件で、一般質問には
４人の議員が登壇し村政について質問した。審議の結果は次のとおりです。

令和２年 第２回伊是名村議会定例会議決結果一覧

令和２年第２回伊是名村議会臨時会は、８月３日の１日間で開催された。本臨時会で提案された議案
は１件です。審議の結果は次のとおりです。

令和２年 第２回伊是名村議会臨時会議決結果一覧

議案番号 件　　　　名 議案等の概要 議決の結果

議案番号 件　　　　名 議案等の概要 議決の結果

報告第１号

報告第２号

報告第３号

報告第４号

承認第３号

承認第４号

議案第24号

議案第25号

議案第26号

議案第27号

議案第28号

議案第29号

議案第30号

議案第31号

議案第32号

議案第33号

報　　告

報　　告

報　　告

報　　告

承　　認

承　　認

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

令和２年６月～８月議会の動き

令和元年度伊是名村一般会計繰越明許費繰越計算
書の報告について ２事業の繰越し要因・計算書の報告

令和元年度伊是名村簡易水道事業特別会計繰越明
許費繰越計算書の報告について

１事業の繰越し要因・計算書の報告

専決処分の報告について
（定住促進住宅（仲田区）建築工事（R１））

定住促進住宅（仲田区）の建築工事契約金額変更に
ついての専決処分

専決処分の報告について
（伊是名漁港海岸整備工事）

伊是名漁港海岸整備工事契約金額変更についての
専決処分

専決処分の承認を求めることについて
（伊是名村税条例）

伊是名村税条例の一部を改正する条例の専決処分

専決処分の承認を求めることについて
（伊是名村国民健康保険税条例）

伊是名村国民健康保険税条例の一部を改正する条
例の専決処分

伊是名村税条例の一部を改正する条例 条例の一部改正

伊是名村新型インフルエンザ等対策本部条例の一
部を改正する条例

条例の一部改正

指定管理者の指定について
（定住促進住宅仲田1号棟）

定住促進住宅仲田1号棟の指定管理者の指定

工事請負契約について
（村道南風原線道路改良工事（R2））

契約の目的：村道南風原線道路改良工事（R2)
契約の方法：指名競争入札
契約金額：58,300,000円
契約の相手方：有限会社タカラ建設
代表取締役　高良富三

令和２年度伊是名村一般会計補正予算
（第２号）

歳入歳出それぞれ85,055千円を追加し、総額をそ
れぞれ2,693,985千円とする。

令和２年度伊是名村国民健康保険特別会計補正予
算（第1号）

歳入歳出それぞれ586千円を追加し、総額をそれ
ぞれ258,875千円とする。

令和２年度伊是名村簡易水道事業特別会計補正予
算（第1号）

歳入歳出それぞれ3,004千円を追加し、総額をそ
れぞれ186,300千円とする。

令和２年度伊是名村農業集落排水事業特別会計補
正予算（第１号）

歳入歳出それぞれ1,060千円を追加し、総額をそ
れぞれ107,726千円とする。

令和２年度伊是名村港湾整備事業特別会計補正予
算（第１号）

歳入歳出それぞれ106千円を追加し、総額をそれ
ぞれ9,174千円とする。

令和２年度伊是名村船舶運航事業特別会計補正予
算（第１号）

歳入歳出それぞれ13,088千円を追加し、総額をそ
れぞれ427,349千円とする。

伊是名村固定資産評価員の選任について 諸見　直也　氏

新たな過疎対策法の制定に関する意見書 新たな過疎対策法の制定に関する意見書の提出

新型コロナウイルス感染症拡大に係る影響を受け
ている商工業者並びに観光事業への特段の配慮に
ついて（要請）

新型コロナウイルス感染症拡大に係る影響を受け
ている商工業者並びに観光事業への事業継続に係
る支援の要請

「新型コロナウイルス」感染拡大に伴う経営支援に
関する要請書

新型コロナウイルスの影響により修学旅行団の入村
キャンセルによる観光協会と民泊会員の安定した経
営が持続的に営めることを目的とした支援の要請

議案第34号 原案可決

〈無償貸付け財産〉
所在：伊是名村字内花イシジュムイ原
3962-1～3982-4
面積：76,006㎡
〈貸付けの相手方〉
伊是名村字仲田1165番地
沖縄県農業協同組合伊是名支店　
支店長　上原長良
〈貸付けの目的〉
さとうきび種苗確保のため

同意第３号

発議第３号

陳情第１号

陳情第２号

同　　意

原案可決

採　　択

採　　択

６月

７月

８月

4日（木）　北部市町村議会議長会定例総会

　　　　　　（議長）　北部会館

　 〃　　　議会運営委員会

10日（水）　第２回定例会（～12日（金））

23日（火）　第51回伊是名村戦没者慰霊祭

　　　　　 伊是名村慰霊塔

29日（月）　令和２年度尚円王マラソン大会通

　　　　　 常総会（議長）　産業支援センター

1日（水）　沖縄振興拡大会議web会議（議長）

　　　　　 伊是名村役場公室内

13日（月）　県産品優先使用の要請活動（議長・

局長）　伊是名村役場公室内

16日（木）　令和２年度伊平屋・伊是名架橋建設

　　　　　 促進協議会理事会（議長）

　　　　　 産業支援センター

3日（月）　令和２年第２回臨時会

18日（火）　北部広域市町村圏事務組合議会

　　　　　 第56回定例会（議長）

　　〃 　 　令和２年度北部市町村議会議長会

　　　　　 第２回総会（議長・局長）　北部会館

財産の無償貸付けについて
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令和２年第２回伊是名村議会定例会は、６月10日から12日までの３日間で開催された。本定例会に
提案された議案は20件で、うち報告４件、承認２件、同意１件、発議１件、陳情２件で、一般質問には
４人の議員が登壇し村政について質問した。審議の結果は次のとおりです。

令和２年 第２回伊是名村議会定例会議決結果一覧

令和２年第２回伊是名村議会臨時会は、８月３日の１日間で開催された。本臨時会で提案された議案
は１件です。審議の結果は次のとおりです。

令和２年 第２回伊是名村議会臨時会議決結果一覧

議案番号 件　　　　名 議案等の概要 議決の結果

議案番号 件　　　　名 議案等の概要 議決の結果

報告第１号

報告第２号

報告第３号

報告第４号

承認第３号

承認第４号

議案第24号

議案第25号

議案第26号

議案第27号

議案第28号

議案第29号

議案第30号

議案第31号

議案第32号

議案第33号

報　　告

報　　告

報　　告

報　　告

承　　認

承　　認

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

令和２年６月～８月議会の動き

令和元年度伊是名村一般会計繰越明許費繰越計算
書の報告について ２事業の繰越し要因・計算書の報告

令和元年度伊是名村簡易水道事業特別会計繰越明
許費繰越計算書の報告について

１事業の繰越し要因・計算書の報告

専決処分の報告について
（定住促進住宅（仲田区）建築工事（R１））

定住促進住宅（仲田区）の建築工事契約金額変更に
ついての専決処分

専決処分の報告について
（伊是名漁港海岸整備工事）

伊是名漁港海岸整備工事契約金額変更についての
専決処分

専決処分の承認を求めることについて
（伊是名村税条例）

伊是名村税条例の一部を改正する条例の専決処分

専決処分の承認を求めることについて
（伊是名村国民健康保険税条例）

伊是名村国民健康保険税条例の一部を改正する条
例の専決処分

伊是名村税条例の一部を改正する条例 条例の一部改正

伊是名村新型インフルエンザ等対策本部条例の一
部を改正する条例

条例の一部改正

指定管理者の指定について
（定住促進住宅仲田1号棟）

定住促進住宅仲田1号棟の指定管理者の指定

工事請負契約について
（村道南風原線道路改良工事（R2））

契約の目的：村道南風原線道路改良工事（R2)
契約の方法：指名競争入札
契約金額：58,300,000円
契約の相手方：有限会社タカラ建設
代表取締役　高良富三

令和２年度伊是名村一般会計補正予算
（第２号）

歳入歳出それぞれ85,055千円を追加し、総額をそ
れぞれ2,693,985千円とする。

令和２年度伊是名村国民健康保険特別会計補正予
算（第1号）

歳入歳出それぞれ586千円を追加し、総額をそれ
ぞれ258,875千円とする。

令和２年度伊是名村簡易水道事業特別会計補正予
算（第1号）

歳入歳出それぞれ3,004千円を追加し、総額をそ
れぞれ186,300千円とする。

令和２年度伊是名村農業集落排水事業特別会計補
正予算（第１号）

歳入歳出それぞれ1,060千円を追加し、総額をそ
れぞれ107,726千円とする。

令和２年度伊是名村港湾整備事業特別会計補正予
算（第１号）

歳入歳出それぞれ106千円を追加し、総額をそれ
ぞれ9,174千円とする。

令和２年度伊是名村船舶運航事業特別会計補正予
算（第１号）

歳入歳出それぞれ13,088千円を追加し、総額をそ
れぞれ427,349千円とする。

伊是名村固定資産評価員の選任について 諸見　直也　氏

新たな過疎対策法の制定に関する意見書 新たな過疎対策法の制定に関する意見書の提出

新型コロナウイルス感染症拡大に係る影響を受け
ている商工業者並びに観光事業への特段の配慮に
ついて（要請）

新型コロナウイルス感染症拡大に係る影響を受け
ている商工業者並びに観光事業への事業継続に係
る支援の要請

「新型コロナウイルス」感染拡大に伴う経営支援に
関する要請書

新型コロナウイルスの影響により修学旅行団の入村
キャンセルによる観光協会と民泊会員の安定した経
営が持続的に営めることを目的とした支援の要請

議案第34号 原案可決

〈無償貸付け財産〉
所在：伊是名村字内花イシジュムイ原
3962-1～3982-4
面積：76,006㎡
〈貸付けの相手方〉
伊是名村字仲田1165番地
沖縄県農業協同組合伊是名支店　
支店長　上原長良
〈貸付けの目的〉
さとうきび種苗確保のため

同意第３号

発議第３号

陳情第１号

陳情第２号

同　　意

原案可決

採　　択

採　　択

６月

７月

８月

4日（木）　北部市町村議会議長会定例総会

　　　　　　（議長）　北部会館

　 〃　　　議会運営委員会

10日（水）　第２回定例会（～12日（金））

23日（火）　第51回伊是名村戦没者慰霊祭

　　　　　 伊是名村慰霊塔

29日（月）　令和２年度尚円王マラソン大会通

　　　　　 常総会（議長）　産業支援センター

1日（水）　沖縄振興拡大会議web会議（議長）

　　　　　 伊是名村役場公室内

13日（月）　県産品優先使用の要請活動（議長・

局長）　伊是名村役場公室内

16日（木）　令和２年度伊平屋・伊是名架橋建設

　　　　　 促進協議会理事会（議長）

　　　　　 産業支援センター

3日（月）　令和２年第２回臨時会

18日（火）　北部広域市町村圏事務組合議会

　　　　　 第56回定例会（議長）

　　〃 　 　令和２年度北部市町村議会議長会

　　　　　 第２回総会（議長・局長）　北部会館

財産の無償貸付けについて
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Q認定こども園の開園

前
田
政
義
村
長

モ
ズ
ク
加
工
処
理
施
設
が

か
な
り
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
は

重
々
承
知
し
て
い
る
。施
設
整
備

は
、
漁
業
協
同
組
合
の
計
画
プ
ラ

ン
で
あ
る
「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ

ン
」
に
盛
り
込
む
必
要
が
あ
る
。改

定
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
組
合
側
が
施

設
整
備
計
画
書
を
作
成
し
村
に
提

出
さ
れ
し
だ
い
該
当
す
る
補
助
メ

ニ
ュ
ー
で
進
め
て
い
き
た
い
が
、
漁

協
側
か
ら
積
極
的
な
取
り
組
み
や

強
い
熱
意
が
無
け
れ
ば
な
か
な
か

県
や
国
も
取
り
上
げ
て
く
れ
な
い

と
い
う
制
度
の
中
に
あ
る
。浜
活
プ

ラ
ン
は
５
カ
年
の
計
画
で
国
に
認

定
を
受
け
て
お
り
来
年
に
は
終
了

す
る
と
い
う
計
画
の
内
容
に
な
っ

て
い
る
。様
々
な
施
策
を
す
る
に
は

来
期
の
計
画
に
盛
り
込
む
必
要
が

あ
る
。

東
江
清
和
議
員

次
期
プ
ラ
ン
に
持
ち
越
す

こ
と
に
つ
い
て
、
漁
協
と
の
調
整
は

さ
れ
た
の
か
。

前
田
秀
光
農
林
水
産
課
長

年
一
回
再
生
委
員
会
を
開

く
予
定
だ
が
、
い
ま
だ
漁
協
と
そ
の

や
り
と
り
は
し
て
い
な
い
。

東
江
清
和
議
員
　

施
政
方
針
に
も
ち
ゃ
ん
と

漁
業
と
連
携
し
な
が
ら
、
色
々
な
事

東
江
清
和
議
員
　

モ
ズ
ク
加
工
処
理
施
設
整

備
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。モ

ズ
ク
加
工
処
理
施
設
は
築
23
年
が

経
過
、建
屋
の
劣
化
や
機
械
設
備
等

の
老
朽
化
が
著
し
く
作
業
形
態
に

支
障
を
及
ぼ
し
て
い
る
状
況
、
施
設

更
新
整
備
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

施
設
の
更
新
整
備
は
村
長
の
政
治

公
約
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
平
成
31

年
第
１
回
定
例
議
会
に
お
い
て
「
浜

活
プ
ラ
ン
更
新
時
に
伊
是
名
地
区

地
域
水
産
検
討
委
員
会
の
中
で
再

検
討
し
具
体
的
な
整
備
計
画
を
盛

り
込
み
整
備
す
る
」
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
、伺
い
す
る
。

業
を
進
め
て
い
く
と
い
う
事
が
あ
り

ま
し
た
。１
次
産
業
の
中
で
も
農
業

に
つ
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
補
助
も
行

き
届
い
て
い
る
。漁
協
の
支
援
に
つ
い

て
も
積
極
的
に
後
押
し
、
水
産
振
興

の
今
後
の
発
展
の
た
め
、連
携
、協
力

し
て
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

東
江
清
和
議
員

遊
休
化
し
た
ト
コ
ブ
シ
等

養
殖
施
設
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
、

平
成
14
年
建
築
、
平
成
19
年
か
ら

休
止
状
態
で
12
年
も
放
置
さ
れ
て

い
る
、
当
施
設
は
高
さ
２
メ
ー
ト
ル

程
の
水
槽
が
弊
害
に
な
っ
て
い
る
、

水
槽
を
取
っ
払
っ
て
フ
ラ
ッ
ト
に
す

る
と
漁
協
や
海
人
の
皆
さ
ん
が
モ

ズ
ク
網
干
し
場
、
網
洗
い
場
等
そ
の

他
作
業
場
と
し
て
有
効
活
用
で
き

る
が
、村
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

前
田
政
義
村
長

当
施
設
は
漁
協
が
管
理
、

諸
事
情
に
よ
り
整
備
し
て
か
ら
５

年
後
の
平
成
19
年
、
施
設
の
使
用
を

休
止
し
て
い
る
。当
該
施
設
の
事
業

主
体
は
恩
納
村
で
あ
り
建
物
の
改

修
等
を
行
う
際
に
は
恩
納
村
の
許

可
が
必
要
と
な
る
、事
業
を
構
成
す

る
恩
納
村
、伊
江
村
、伊
平
屋
村
、伊

是
名
村
、
４
村
で
協
議
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
慎
重
に
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

東
江
清
和
議
員

平
成
19
年
か
ら
12
年
も
放

置
状
態
に
あ
る
こ
と
が
問
題
だ
、
当

施
設
に
つ
い
て
令
和
元
年
１
月
に
恩

納
村
か
ら
施
設
譲
渡
の
申
し
出
が

村
に
あ
っ
た
そ
う
だ
が
そ
の
協
議
は

さ
れ
た
の
か
。

前
田
秀
光
農
林
水
産
課
長

施
設
譲
渡
に
つ
い
て
調
整

し
た
い
と
の
話
は
あ
っ
た
、
そ
の
後

協
議
ま
で
至
っ
て
な
い
。施
設
の
改
良

に
つ
い
て
恩
納
村
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
耐
用
年
数
が
ま
だ
残
っ
て
い
る

状
況
で
整
備
促
進
す
る
と
な
る
と

伊
是
名
村
は
恩
納
村
に
補
助
金
を

返
還
し
て
い
た
だ
く
事
に
な
る
と
の

回
答
が
あ
っ
た
。

東
江
清
和
議
員

漁
業
の
振
興
を
推
進
す
る

上
で
、
当
施
設
の
改
良
は
あ
ら
ゆ
る

面
で
有
効
だ
と
思
わ
れ
る
。施
設
の

改
良
及
び
漁
港
周
辺
で
網
干
し
場

の
整
備
も
含
め
、
村
長
の
考
え
を
伺

い
た
い
。前

田
政
義
村
長

以
前
か
ら
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
、
漁
協
や
漁
民
の
皆
さ
ん
が

活
用
で
き
る
よ
う
い
ろ
い
ろ
意
見
交

換
を
し
、
そ
の
実
現
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

Q1 モズク加工処理施設整備計画の
進捗状況は

水産業の振興対策について

Q2 遊休化トコブシ養殖施設を有効
活用して

い
て
は
小
学
校
建
設
予
定
地
の
一
角

に
認
定
こ
ど
も
園
の
敷
地
を
確
保

し
て
、認
可
に
必
要
な
一
連
の
事
務

作
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。事
業
推
進
に
あ
た
り
ま

し
て
は
、教
育
委
員
会
を
主
管
課

と
し
て
住
民
福
祉
課
、総
務
課
、企

画
財
政
課
等
、い
わ
ゆ
る
関
係
部
局

で
協
議
会
を
設
置
し
て
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。な
お
、辺
地

総
合
整
備
計
画
の
中
に
は
、小
学
校

建
設
が
令
和
２
年
実
施
設
計
、令

和
３
年
に
工
事
着
工
、そ
し
て
幼
稚

園
園
舎
が
令
和
３
年
に
実
施
設
計
、

令
和
４
年
に
工
事
着
工
、ま
た
給
食

セ
ン
タ
ー
は
、令
和
４
年
に
実
施
設

計
、そ
し
て
令
和
５
年
度
に
工
事
着

工
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

宮
城
義
秀
議
員

小
学
校
建
設
予
定
地
の
一

角
に
認
定
こ
ど
も
園
の
敷
地
を
確

保
す
る
と
い
う
お
話
で
す
が
、教
育

委
員
会
か
ら
図
面
を
示
さ
れ
ま
し

た
が
、認
定
こ
ど
も
園
配
置
計
画

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。辺
地
計
画

で
も
認
定
こ
ど
も
園
の
計
画
は
あ

り
ま
せ
ん
。先
ほ
ど
村
長
が
小
学

校
の
周
辺
に
つ
く
る
と
い
う
こ
と
で

返
答
さ
れ
て
い
ま
す
け
ど
、今
年
の

宮
城
義
秀
議
員

子
育
て
支
援
制
度
の
改
正

に
伴
い
、地
域
の
実
情
に
応
じ
た「
認

定
こ
ど
も
園
」制
度
が
ス
タ
ー
ト

し
、本
村
に
お
い
て
も
平
成
28
年
度

よ
り
、一
部
改
正
し
て
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。そ
し
て
令
和
２
年
度
施

政
方
針
で
は「
０
歳
児
か
ら
５
歳
児

ま
で
の
幼
児
教
育
と
保
育
を
一
体

化
し
た
認
定
こ
ど
も
園
の
早
期
開

演
を
目
指
す
」と
し
て
い
ま
す
が
、

具
体
的
な
政
策
が
わ
か
り
か
ね
ま

す
。そ
こ
で
次
の
こ
と
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。①
い
つ
か
ら
開
園
を
目

指
す
の
か
。②
ど
こ
に
こ
ど
も
園
を

開
園
す
る
の
か
。③
令
和
２
年
度
策

定「
辺
地
総
合
整
備
計
画
」の
伊
是

名
小
学
校
改
築
計
画
及
び
伊
是
名

幼
稚
園
改
築
計
画
、給
食
セ
ン
タ
ー

改
築
計
画
と
の
整
合
性
は
図
ら
れ

て
い
る
の
か
。ま
た
、「
辺
地
総
合
整

備
計
画
」で
は
認
定
こ
ど
も
園
の
計

画
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、ど
の
よ
う

な
事
業
計
画
な
の
か
。④
関
係
部
局

が
連
携
し
取
り
組
む
と
し
て
い
ま

す
が
、関
係
部
局
は
ど
こ
で
、主
管

課
は
ど
こ
な
の
か
。

前
田
政
義
村
長

認
定
こ
ど
も
園
の
設
立
に
つ

施
政
方
針
で
既
に
配
置
計
画
は
な

い
と
お
か
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

神
田
宗
秀
企
画
政
策
課
長

今
年
の
３
月
に
辺
地
総
合

計
画
、新
た
な
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
が
、こ
ど
も
園
の
具
体
的
な
整

備
計
画
と
い
う
の
は
、ま
だ
策
定
さ

れ
て
な
い
状
況
で
す
。変
更
が
あ
る

な
ら
追
加
し
て
計
画
に
入
れ
て
い

く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

宮
城
義
秀
議
員

こ
ど
も
園
の
開
園
を
目
指

す
中
で
大
き
な
財
政
を
伴
う
に
も

か
か
わ
ら
ず
、具
体
的
な
計
画
も
明

示
さ
れ
て
い
な
い
が
、村
長
は
小
学

校
跡
地
に
造
る
と
い
う
こ
と
を
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
こ
と
を

議
員
全
員
と
教
育
委
員
会
で
話
し

合
い
を
持
っ
た
ら
、教
育
長
や
教
育

課
長
は
、こ
の
計
画
の
配
置
に
つ
い

て
は
、す
べ
て
白
紙
に
戻
し
て
も
う

一
度
や
り
た
い
と
い
う
ふ
う
な
申
し

出
が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
認
定
こ
ど

も
園
を
ど
の
よ
う
な
形
で
今
後
ま

た
検
討
委
員
会
あ
た
り
を
設
け
て

検
討
し
て
い
く
の
か
。認
定
こ
ど
も

園
の
メ
リ
ッ
ト
も
含
め
て
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

濱
里
篤
教
育
振
興
課
長

認
定
こ
ど
も
園
の
メ
リ
ッ
ト

は
、０
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
の

ト
ー
タ
ル
的
な
幼
児
教
育
に
な
り
、

保
育
士
や
幼
稚
園
の
教
諭
が
全
体

的
に
子
ど
も
た
ち
を
預
か
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。教
諭
の
人
数
の
削

減
が
図
っ
て
い
け
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

宮
城
義
秀
議
員

小
学
校
や
認
定
こ
ど
も
園
、

給
食
セ
ン
タ
ー
を
一
緒
に
造
れ
ば
、

こ
れ
か
ら
50
年
は
動
か
せ
な
い
よ

う
な
大
き
な
事
業
計
画
に
な
り
ま

す
。ぜ
ひ
、小
学
校
の
造
り
替
え
に

合
わ
せ
て
、新
た
な
配
置
計
画
と
事

業
を
進
め
て
、一
体
的
な
整
備
を
お

願
い
し
ま
す
。

前
田
政
義
村
長

認
定
こ
ど
も
園
の
開
設
に

つ
い
て
、私
の
施
政
方
針
の
中
で
も

開
園
を
目
指
す
と
謳
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
関
係
も
あ
り
ま
し
て
、ぜ

ひ
関
係
す
る
課
で
協
議
を
し
て
、認

定
こ
ど
も
園
が
補
助
事
業
と
し
て

メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
か
ど
う
か
。あ
れ

ば
そ
れ
を
活
用
し
て
い
き
た
い
と
い

う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

Q

QA

A

AA

Q

Q

伊是名区　網干し

宮城　義秀 議員
みや　 ぎ　　　 よし ひで

東江　清和 議員
あがり  え　　　 き よ か ず

Q1

A

A

A A

A

Q2

Q Q

Q Q
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Q認定こども園の開園

前
田
政
義
村
長

モ
ズ
ク
加
工
処
理
施
設
が

か
な
り
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
は

重
々
承
知
し
て
い
る
。施
設
整
備

は
、
漁
業
協
同
組
合
の
計
画
プ
ラ

ン
で
あ
る
「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ

ン
」
に
盛
り
込
む
必
要
が
あ
る
。改

定
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
組
合
側
が
施

設
整
備
計
画
書
を
作
成
し
村
に
提

出
さ
れ
し
だ
い
該
当
す
る
補
助
メ

ニ
ュ
ー
で
進
め
て
い
き
た
い
が
、
漁

協
側
か
ら
積
極
的
な
取
り
組
み
や

強
い
熱
意
が
無
け
れ
ば
な
か
な
か

県
や
国
も
取
り
上
げ
て
く
れ
な
い

と
い
う
制
度
の
中
に
あ
る
。浜
活
プ

ラ
ン
は
５
カ
年
の
計
画
で
国
に
認

定
を
受
け
て
お
り
来
年
に
は
終
了

す
る
と
い
う
計
画
の
内
容
に
な
っ

て
い
る
。様
々
な
施
策
を
す
る
に
は

来
期
の
計
画
に
盛
り
込
む
必
要
が

あ
る
。

東
江
清
和
議
員

次
期
プ
ラ
ン
に
持
ち
越
す

こ
と
に
つ
い
て
、
漁
協
と
の
調
整
は

さ
れ
た
の
か
。

前
田
秀
光
農
林
水
産
課
長

年
一
回
再
生
委
員
会
を
開

く
予
定
だ
が
、
い
ま
だ
漁
協
と
そ
の

や
り
と
り
は
し
て
い
な
い
。

東
江
清
和
議
員
　

施
政
方
針
に
も
ち
ゃ
ん
と

漁
業
と
連
携
し
な
が
ら
、
色
々
な
事

東
江
清
和
議
員
　

モ
ズ
ク
加
工
処
理
施
設
整

備
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。モ

ズ
ク
加
工
処
理
施
設
は
築
23
年
が

経
過
、建
屋
の
劣
化
や
機
械
設
備
等

の
老
朽
化
が
著
し
く
作
業
形
態
に

支
障
を
及
ぼ
し
て
い
る
状
況
、
施
設

更
新
整
備
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

施
設
の
更
新
整
備
は
村
長
の
政
治

公
約
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
平
成
31

年
第
１
回
定
例
議
会
に
お
い
て
「
浜

活
プ
ラ
ン
更
新
時
に
伊
是
名
地
区

地
域
水
産
検
討
委
員
会
の
中
で
再

検
討
し
具
体
的
な
整
備
計
画
を
盛

り
込
み
整
備
す
る
」
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
、伺
い
す
る
。

業
を
進
め
て
い
く
と
い
う
事
が
あ
り

ま
し
た
。１
次
産
業
の
中
で
も
農
業

に
つ
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
補
助
も
行

き
届
い
て
い
る
。漁
協
の
支
援
に
つ
い

て
も
積
極
的
に
後
押
し
、
水
産
振
興

の
今
後
の
発
展
の
た
め
、連
携
、協
力

し
て
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

東
江
清
和
議
員

遊
休
化
し
た
ト
コ
ブ
シ
等

養
殖
施
設
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
、

平
成
14
年
建
築
、
平
成
19
年
か
ら

休
止
状
態
で
12
年
も
放
置
さ
れ
て

い
る
、
当
施
設
は
高
さ
２
メ
ー
ト
ル

程
の
水
槽
が
弊
害
に
な
っ
て
い
る
、

水
槽
を
取
っ
払
っ
て
フ
ラ
ッ
ト
に
す

る
と
漁
協
や
海
人
の
皆
さ
ん
が
モ

ズ
ク
網
干
し
場
、
網
洗
い
場
等
そ
の

他
作
業
場
と
し
て
有
効
活
用
で
き

る
が
、村
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

前
田
政
義
村
長

当
施
設
は
漁
協
が
管
理
、

諸
事
情
に
よ
り
整
備
し
て
か
ら
５

年
後
の
平
成
19
年
、
施
設
の
使
用
を

休
止
し
て
い
る
。当
該
施
設
の
事
業

主
体
は
恩
納
村
で
あ
り
建
物
の
改

修
等
を
行
う
際
に
は
恩
納
村
の
許

可
が
必
要
と
な
る
、事
業
を
構
成
す

る
恩
納
村
、伊
江
村
、伊
平
屋
村
、伊

是
名
村
、
４
村
で
協
議
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
慎
重
に
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

東
江
清
和
議
員

平
成
19
年
か
ら
12
年
も
放

置
状
態
に
あ
る
こ
と
が
問
題
だ
、
当

施
設
に
つ
い
て
令
和
元
年
１
月
に
恩

納
村
か
ら
施
設
譲
渡
の
申
し
出
が

村
に
あ
っ
た
そ
う
だ
が
そ
の
協
議
は

さ
れ
た
の
か
。

前
田
秀
光
農
林
水
産
課
長

施
設
譲
渡
に
つ
い
て
調
整

し
た
い
と
の
話
は
あ
っ
た
、
そ
の
後

協
議
ま
で
至
っ
て
な
い
。施
設
の
改
良

に
つ
い
て
恩
納
村
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
耐
用
年
数
が
ま
だ
残
っ
て
い
る

状
況
で
整
備
促
進
す
る
と
な
る
と

伊
是
名
村
は
恩
納
村
に
補
助
金
を

返
還
し
て
い
た
だ
く
事
に
な
る
と
の

回
答
が
あ
っ
た
。

東
江
清
和
議
員

漁
業
の
振
興
を
推
進
す
る

上
で
、
当
施
設
の
改
良
は
あ
ら
ゆ
る

面
で
有
効
だ
と
思
わ
れ
る
。施
設
の

改
良
及
び
漁
港
周
辺
で
網
干
し
場

の
整
備
も
含
め
、
村
長
の
考
え
を
伺

い
た
い
。前

田
政
義
村
長

以
前
か
ら
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
、
漁
協
や
漁
民
の
皆
さ
ん
が

活
用
で
き
る
よ
う
い
ろ
い
ろ
意
見
交

換
を
し
、
そ
の
実
現
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

Q1 モズク加工処理施設整備計画の
進捗状況は

水産業の振興対策について

Q2 遊休化トコブシ養殖施設を有効
活用して

い
て
は
小
学
校
建
設
予
定
地
の
一
角

に
認
定
こ
ど
も
園
の
敷
地
を
確
保

し
て
、認
可
に
必
要
な
一
連
の
事
務

作
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。事
業
推
進
に
あ
た
り
ま

し
て
は
、教
育
委
員
会
を
主
管
課

と
し
て
住
民
福
祉
課
、総
務
課
、企

画
財
政
課
等
、い
わ
ゆ
る
関
係
部
局

で
協
議
会
を
設
置
し
て
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。な
お
、辺
地

総
合
整
備
計
画
の
中
に
は
、小
学
校

建
設
が
令
和
２
年
実
施
設
計
、令

和
３
年
に
工
事
着
工
、そ
し
て
幼
稚

園
園
舎
が
令
和
３
年
に
実
施
設
計
、

令
和
４
年
に
工
事
着
工
、ま
た
給
食

セ
ン
タ
ー
は
、令
和
４
年
に
実
施
設

計
、そ
し
て
令
和
５
年
度
に
工
事
着

工
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

宮
城
義
秀
議
員

小
学
校
建
設
予
定
地
の
一

角
に
認
定
こ
ど
も
園
の
敷
地
を
確

保
す
る
と
い
う
お
話
で
す
が
、教
育

委
員
会
か
ら
図
面
を
示
さ
れ
ま
し

た
が
、認
定
こ
ど
も
園
配
置
計
画

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。辺
地
計
画

で
も
認
定
こ
ど
も
園
の
計
画
は
あ

り
ま
せ
ん
。先
ほ
ど
村
長
が
小
学

校
の
周
辺
に
つ
く
る
と
い
う
こ
と
で

返
答
さ
れ
て
い
ま
す
け
ど
、今
年
の

宮
城
義
秀
議
員

子
育
て
支
援
制
度
の
改
正

に
伴
い
、地
域
の
実
情
に
応
じ
た「
認

定
こ
ど
も
園
」制
度
が
ス
タ
ー
ト

し
、本
村
に
お
い
て
も
平
成
28
年
度

よ
り
、一
部
改
正
し
て
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。そ
し
て
令
和
２
年
度
施

政
方
針
で
は「
０
歳
児
か
ら
５
歳
児

ま
で
の
幼
児
教
育
と
保
育
を
一
体

化
し
た
認
定
こ
ど
も
園
の
早
期
開

演
を
目
指
す
」と
し
て
い
ま
す
が
、

具
体
的
な
政
策
が
わ
か
り
か
ね
ま

す
。そ
こ
で
次
の
こ
と
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。①
い
つ
か
ら
開
園
を
目

指
す
の
か
。②
ど
こ
に
こ
ど
も
園
を

開
園
す
る
の
か
。③
令
和
２
年
度
策

定「
辺
地
総
合
整
備
計
画
」の
伊
是

名
小
学
校
改
築
計
画
及
び
伊
是
名

幼
稚
園
改
築
計
画
、給
食
セ
ン
タ
ー

改
築
計
画
と
の
整
合
性
は
図
ら
れ

て
い
る
の
か
。ま
た
、「
辺
地
総
合
整

備
計
画
」で
は
認
定
こ
ど
も
園
の
計

画
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、ど
の
よ
う

な
事
業
計
画
な
の
か
。④
関
係
部
局

が
連
携
し
取
り
組
む
と
し
て
い
ま

す
が
、関
係
部
局
は
ど
こ
で
、主
管

課
は
ど
こ
な
の
か
。

前
田
政
義
村
長

認
定
こ
ど
も
園
の
設
立
に
つ

施
政
方
針
で
既
に
配
置
計
画
は
な

い
と
お
か
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

神
田
宗
秀
企
画
政
策
課
長

今
年
の
３
月
に
辺
地
総
合

計
画
、新
た
な
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
が
、こ
ど
も
園
の
具
体
的
な
整

備
計
画
と
い
う
の
は
、ま
だ
策
定
さ

れ
て
な
い
状
況
で
す
。変
更
が
あ
る

な
ら
追
加
し
て
計
画
に
入
れ
て
い

く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

宮
城
義
秀
議
員

こ
ど
も
園
の
開
園
を
目
指

す
中
で
大
き
な
財
政
を
伴
う
に
も

か
か
わ
ら
ず
、具
体
的
な
計
画
も
明

示
さ
れ
て
い
な
い
が
、村
長
は
小
学

校
跡
地
に
造
る
と
い
う
こ
と
を
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
こ
と
を

議
員
全
員
と
教
育
委
員
会
で
話
し

合
い
を
持
っ
た
ら
、教
育
長
や
教
育

課
長
は
、こ
の
計
画
の
配
置
に
つ
い

て
は
、す
べ
て
白
紙
に
戻
し
て
も
う

一
度
や
り
た
い
と
い
う
ふ
う
な
申
し

出
が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
認
定
こ
ど

も
園
を
ど
の
よ
う
な
形
で
今
後
ま

た
検
討
委
員
会
あ
た
り
を
設
け
て

検
討
し
て
い
く
の
か
。認
定
こ
ど
も

園
の
メ
リ
ッ
ト
も
含
め
て
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

濱
里
篤
教
育
振
興
課
長

認
定
こ
ど
も
園
の
メ
リ
ッ
ト

は
、０
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
の

ト
ー
タ
ル
的
な
幼
児
教
育
に
な
り
、

保
育
士
や
幼
稚
園
の
教
諭
が
全
体

的
に
子
ど
も
た
ち
を
預
か
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。教
諭
の
人
数
の
削

減
が
図
っ
て
い
け
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

宮
城
義
秀
議
員

小
学
校
や
認
定
こ
ど
も
園
、

給
食
セ
ン
タ
ー
を
一
緒
に
造
れ
ば
、

こ
れ
か
ら
50
年
は
動
か
せ
な
い
よ

う
な
大
き
な
事
業
計
画
に
な
り
ま

す
。ぜ
ひ
、小
学
校
の
造
り
替
え
に

合
わ
せ
て
、新
た
な
配
置
計
画
と
事

業
を
進
め
て
、一
体
的
な
整
備
を
お

願
い
し
ま
す
。

前
田
政
義
村
長

認
定
こ
ど
も
園
の
開
設
に

つ
い
て
、私
の
施
政
方
針
の
中
で
も

開
園
を
目
指
す
と
謳
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
関
係
も
あ
り
ま
し
て
、ぜ

ひ
関
係
す
る
課
で
協
議
を
し
て
、認

定
こ
ど
も
園
が
補
助
事
業
と
し
て

メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
か
ど
う
か
。あ
れ

ば
そ
れ
を
活
用
し
て
い
き
た
い
と
い

う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

Q

QA

A

AA

Q

Q

伊是名区　網干し

宮城　義秀 議員
みや　 ぎ　　　 よし ひで

東江　清和 議員
あがり  え　　　 き よ か ず

Q1

A

A

A A

A

Q2

Q Q

Q Q
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で
に
影
響
を
受
け
た
５
月
連
休
前

後
の
通
年
の
入
域
減
の
割
合
を
伺
い

ま
す
。

前
川
栄
進
商
工
観
光
課
長

尚
円
王
ま
つ
り
は
二
千
万

円
ほ
ど
で
す
。
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大

会
は
二
千
五
百
万
円
で
す
が
、
社

会
的
な
状
況
を
勘
案
す
る
と
そ
れ

以
上
と
思
わ
れ
ま
す
。
５
月
連
休

前
後
の
人
の
動
き
は
８
割
ほ
ど
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

伊
礼
正
徳
議
員

各
字
の
８
月
ま
で
の
イ
ベ
ン

ト
諸
行
事
も
す
で
に
中
止
と
聞
い

て
い
ま
す
。
９
月
以
降
の
行
事
な
ど

は
動
向
を
見
な
が
ら
判
断
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
村
と
し
て
は
ど

う
考
え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

諸
見
美
奈
子
住
民
福
祉
課
長

国
が
示
す
基
本
方
針
は
外

出
自
粛
や
施
設
の
仕
様
制
限
、催
し

物
イ
ベ
ン
ト
の
制
限
を
今
後
緩
和

し
、経
済
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い
く
と
し

て
い
ま
す
。区
長
会
に
今
後
は
国
、県

が
示
す
資
料
に
基
づ
き
対
策
を
説

明
し
て
い
き
ま
す
。開
催
は
各
行
政

委
員
会
で
検
討
し
て
ほ
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

伊
礼
正
徳
議
員

県
は
県
内
向
け
の
旅
行
助

伊
礼
正
徳
議
員

村
内
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
が
中

止
、
各
字
の
諸
行
事
も
ほ
ぼ
見
送

り
と
な
る
予
想
で
あ
り
、
修
学
旅

行
団
民
泊
事
業
も
見
通
し
が
な
く
、

今
後
は
村
観
光
産
業
に
与
え
る
経

済
的
影
響
は
大
き
な
損
失
と
想
定

さ
れ
ま
す
。
県
は
す
で
に
６
都
道
府

県
を
除
き
、
徐
々
に
移
動
自
粛
解

除
に
向
け
て
経
済
回
復
を
目
指
し

て
い
ま
す
が
、
村
の
観
光
事
業
や
他

産
業
の
経
済
回
復
策
を
伺
い
ま
す
。

前
田
政
義
村
長
　

本
村
は
渡
航
自
粛
を
解
除

し
て
３
密
を
軸
に
し
た
新
生
活
様

式
の
下
、
来
訪
者
の
受
け
入
れ
を

再
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
経
済

支
援
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
の
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
と
村
単
独
予
算

を
充
当
し
た
事
業
者
支
援
事
業

等
、
８
つ
の
支
援
事
業
を
予
算
補

正
し
、
村
内
経
済
の
回
復
に
向
け
、

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
補
正
予
算
で
対
応
で
き
な
い

点
は
各
事
業
所
と
意
見
交
換
し
な

が
ら
講
じ
て
い
く
考
え
で
す
。

伊
礼
正
徳
議
員

尚
円
王
ま
つ
り
、
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
大
会
そ
れ
ぞ
れ
の
経
済
効

果
の
算
定
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
す

成
事
業
を
掲
げ
て
い
る
が
、
旅
行
社

か
ら
の
観
光
団
を
村
は
受
け
入
れ

す
る
と
考
え
て
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

諸
見
美
奈
子
住
民
福
祉
課
長

宿
泊
施
設
等
に
お
い
て
検

温
、
健
康
観
察
な
ど
の
協
力
依
頼

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
方
針
で
村
も
受
け
入
れ
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

伊
礼
正
徳
議
員

緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
影

響
を
受
け
て
い
る
村
商
工
会
、
い
ぜ

な
島
観
光
協
会
か
ら
支
援
要
請
が

あ
っ
た
が
、
支
援
策
は
ど
う
考
え
て

い
ま
す
か
。
ま
た
ほ
か
の
農
林
水
産

関
係
者
や
個
人
事
業
所
か
ら
の
要

請
は
な
か
っ
た
か
伺
い
ま
す
。

前
田
政
義
村
長

要
望
が
あ
っ
た
こ
と
は
真

摯
に
受
け
と
め
、
内
容
を
精
査
し
、

ど
の
よ
う
な
支
援
策
が
あ
る
か
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
損

失
を
被
っ
て
い
る
事
業
者
は
ぜ
ひ
支

援
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
林
水
産
業
や
ほ
か
の
事
業
者
か

ら
は
今
の
と
こ
ろ
大
き
な
打
撃
は

受
け
て
い
な
い
と
の
情
報
で
す
。

伊
礼
正
徳
議
員

民
泊
事
業
は
す
で
に
一
学

期
は
延
期
中
止
に
な
っ
て
お
り
、
今

後
の
見
通
し
も
な
い
状
況
で
す
。
村

の
観
光
産
業
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
る
民
泊
会
員
へ
の
手
厚
い
支
援
を

検
討
で
き
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

前
田
政
義
村
長

今
年
度
は
受
け
入
れ
が
で

き
な
い
こ
と
を
決
定
し
た
と
聞
き
、

大
変
残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。
村
経

済
に
大
き
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
々

に
対
し
、
村
と
し
て
何
ら
か
の
支

援
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。伊

礼
正
徳
議
員

今
後
の
緊
急
事
態
に
備
え
、

経
済
を
支
え
る
各
種
団
体
、
専
門

委
員
、
村
民
で
構
成
し
た
経
済
活

性
化
協
議
会
を
即
設
置
し
て
、
活

発
な
意
見
交
換
の
場
と
す
る
こ
と

を
要
望
し
ま
す
。

前
田
政
義
村
長

緊
急
的
な
事
項
で
も
あ
り

ま
す
の
で
、
検
討
協
議
会
の
よ
う

な
形
で
取
り
組
む
よ
う
努
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

伊
礼
正
徳
議
員

最
後
に
先
の
一
律
特
別
定

額
交
付
金
の
支
給
率
を
伺
い
ま
す
。

諸
見
直
也
総
務
課
長

97
・
６
％
の
支
給
を
終
え

て
い
ま
す
。

潮平そのみ 議員
しおひら

を
図
る
。
以
上
の
４
つ
の
対
応
策
で

標
準
授
業
時
数
の
確
保
に
よ
る
す
べ

て
の
教
科
の
指
導
内
容
の
完
全
実

施
、
並
び
に
学
校
教
育
活
動
の
必

要
最
低
限
の
実
施
に
よ
り
、
幼
児
、

児
童
生
徒
の
学
び
を
確
実
に
保
障

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

潮
平
そ
の
み
議
員

学
校
行
事
の
中
止
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
１
年
間
通
し
て

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

照
屋
巧
教
育
長

子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
に

と
っ
て
大
事
な
学
校
行
事
が
中
止

に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
中
体
連

や
３
年
生
の
修
学
旅
行
に
関
し
て

は
実
施
し
て
い
く
方
針
で
あ
り
ま

す
。
日
高
市
と
の
交
流
行
事
は
可

能
か
ど
う
か
検
証
し
て
実
施
の
方

向
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

潮
平
そ
の
み
議
員

例
年
１
学
期
に
行
わ
れ
て

い
る
運
動
会
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

濱
里
篤
教
育
振
興
課
長

幼
稚
園
、小
、中
学
校
は
村

民
運
動
会
で
の
実
施
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
中
止

潮
平
そ
の
み
議
員

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
特

別
措
置
法
に
基
づ
き
、本
村
に
於
い

て
も
学
校
が
休
校
し
て
い
ま
し
た

が
、５
月
21
日
か
ら
臨
時
休
校
し
て

い
た
学
校
も
再
開
し
ま
し
た
。し
か

し
、私
は
こ
の
１
カ
月
半
の
授
業
の

遅
れ
が
非
常
に
気
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。そ
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
対
策
及

び
対
処
方
法
に
つ
い
て
、教
育
長
の

考
え
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

照
屋
巧
教
育
長

学
校
と
協
議
を
行
い
、
学

年
度
末
を
見
据
え
て
、
す
べ
て
の
学

年
の
す
べ
て
の
教
科
の
指
導
内
容
を

完
全
実
施
し
て
い
く
た
め
に
４
つ
の

対
応
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
ず
、
１
つ
目
に
夏
休
み
を
短
縮
し

て
授
業
日
数
、
授
業
時
数
を
確
保

す
る
こ
と
。
２
つ
目
に
予
備
時
数
を

確
保
す
る
こ
と
。
３
つ
目
に
教
科
ご

と
に
１
学
期
に
指
導
す
べ
き
で
あ
っ

た
内
容
を
２
学
期
に
移
動
す
る
と

指
導
計
画
の
工
夫
を
し
て
い
く
。
４

つ
目
に
学
校
に
関
連
す
る
教
育
委

員
会
行
事
の
精
選
、
見
直
し
、
学

校
現
場
に
お
け
る
教
育
活
動
や
行

事
の
精
選
、
見
直
し
、
縮
小
な
ど

が
決
定
し
ま
し
た
。
今
後
は
協
議

し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

潮
平
そ
の
み
議
員

幼
稚
園
、小
学
校
、中
学
校

の
運
動
会
は
学
校
教
育
の
一
環
で
す

が
、
村
の
行
事
と
併
せ
て
行
っ
て
も

大
丈
夫
な
行
事
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

濱
里
篤
教
育
振
興
課
長

運
動
会
は
全
村
民
が
対
象

と
い
う
こ
と
で
協
議
を
進
め
て
お
り

ま
し
た
の
で
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、

中
学
校
と
も
、
そ
の
中
で
取
り
組

ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
で
の
協
議
は

終
え
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

潮
平
そ
の
み
議
員

渡
米
し
て
行
わ
れ
る
中
学

校
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
行
事
は
ど
う

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

濱
里
篤
教
育
振
興
課
長

海
外
短
期
留
学
は
主
催
者

の
沖
縄
タ
イ
ム
ス
さ
ん
の
活
動
に

我
々
も
一
緒
に
村
か
ら
補
助
を
し
て

お
二
人
派
遣
し
て
い
ま
し
た
。現
在
、

米
国
の
方
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
ま
だ
猛
威
が
ふ
る
っ
て
い

る
状
況
で
も
あ
り
、
渡
米
が
で
き

な
い
状
況
だ
と
私
も
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
ま
た
沖
縄
タ
イ
ム
ス
さ

ん
も
こ
の
募
集
は
現
在
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
現
在

は
中
止
と
い
う
こ
と
で
考
え
て
お
り

ま
す
。

潮
平
そ
の
み
議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
、
学
校
に
パ
ソ
コ

ン
な
ど
の
整
備
事
業
で
端
末
導
入
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
も
今
回
予
算
措
置
も
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
学
校
の
勉

強
の
あ
り
方
、
社
会
の
変
動
に
よ
る

教
育
の
あ
り
方
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

照
屋
巧
教
育
長

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
た
め
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
し
た
授
業
は
突

然
の
休
校
措
置
に
よ
る
授
業
の
遅

れ
を
緩
和
す
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
や
は
り
全
地
域
に
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
が
大
切
と

思
っ
て
い
ま
す
。
島
内
に
す
べ
て
誰
一

人
隔
た
り
な
く
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
を
整

備
を
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
の
で
は

な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

伊礼　正徳 議員
　い　れい　　　しょう とく

Q新型コロナウイルスの影響による
村民生活、経済的支援策Q新型コロナウイルス感染症

による授業の遅れ

A

Q

Q

Q AA

A

A

AA

A AA

A

Q A

QA

A

Q QQ

Q

QQ

Q Q

Q
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で
に
影
響
を
受
け
た
５
月
連
休
前

後
の
通
年
の
入
域
減
の
割
合
を
伺
い

ま
す
。

前
川
栄
進
商
工
観
光
課
長

尚
円
王
ま
つ
り
は
二
千
万

円
ほ
ど
で
す
。
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大

会
は
二
千
五
百
万
円
で
す
が
、
社

会
的
な
状
況
を
勘
案
す
る
と
そ
れ

以
上
と
思
わ
れ
ま
す
。
５
月
連
休

前
後
の
人
の
動
き
は
８
割
ほ
ど
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

伊
礼
正
徳
議
員

各
字
の
８
月
ま
で
の
イ
ベ
ン

ト
諸
行
事
も
す
で
に
中
止
と
聞
い

て
い
ま
す
。
９
月
以
降
の
行
事
な
ど

は
動
向
を
見
な
が
ら
判
断
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
村
と
し
て
は
ど

う
考
え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

諸
見
美
奈
子
住
民
福
祉
課
長

国
が
示
す
基
本
方
針
は
外

出
自
粛
や
施
設
の
仕
様
制
限
、催
し

物
イ
ベ
ン
ト
の
制
限
を
今
後
緩
和

し
、経
済
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い
く
と
し

て
い
ま
す
。区
長
会
に
今
後
は
国
、県

が
示
す
資
料
に
基
づ
き
対
策
を
説

明
し
て
い
き
ま
す
。開
催
は
各
行
政

委
員
会
で
検
討
し
て
ほ
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

伊
礼
正
徳
議
員

県
は
県
内
向
け
の
旅
行
助

伊
礼
正
徳
議
員

村
内
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
が
中

止
、
各
字
の
諸
行
事
も
ほ
ぼ
見
送

り
と
な
る
予
想
で
あ
り
、
修
学
旅

行
団
民
泊
事
業
も
見
通
し
が
な
く
、

今
後
は
村
観
光
産
業
に
与
え
る
経

済
的
影
響
は
大
き
な
損
失
と
想
定

さ
れ
ま
す
。
県
は
す
で
に
６
都
道
府

県
を
除
き
、
徐
々
に
移
動
自
粛
解

除
に
向
け
て
経
済
回
復
を
目
指
し

て
い
ま
す
が
、
村
の
観
光
事
業
や
他

産
業
の
経
済
回
復
策
を
伺
い
ま
す
。

前
田
政
義
村
長
　

本
村
は
渡
航
自
粛
を
解
除

し
て
３
密
を
軸
に
し
た
新
生
活
様

式
の
下
、
来
訪
者
の
受
け
入
れ
を

再
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
経
済

支
援
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
の
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
と
村
単
独
予
算

を
充
当
し
た
事
業
者
支
援
事
業

等
、
８
つ
の
支
援
事
業
を
予
算
補

正
し
、
村
内
経
済
の
回
復
に
向
け
、

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
補
正
予
算
で
対
応
で
き
な
い

点
は
各
事
業
所
と
意
見
交
換
し
な

が
ら
講
じ
て
い
く
考
え
で
す
。

伊
礼
正
徳
議
員

尚
円
王
ま
つ
り
、
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
大
会
そ
れ
ぞ
れ
の
経
済
効

果
の
算
定
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
す

成
事
業
を
掲
げ
て
い
る
が
、
旅
行
社

か
ら
の
観
光
団
を
村
は
受
け
入
れ

す
る
と
考
え
て
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

諸
見
美
奈
子
住
民
福
祉
課
長

宿
泊
施
設
等
に
お
い
て
検

温
、
健
康
観
察
な
ど
の
協
力
依
頼

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
方
針
で
村
も
受
け
入
れ
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

伊
礼
正
徳
議
員

緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
影

響
を
受
け
て
い
る
村
商
工
会
、
い
ぜ

な
島
観
光
協
会
か
ら
支
援
要
請
が

あ
っ
た
が
、
支
援
策
は
ど
う
考
え
て

い
ま
す
か
。
ま
た
ほ
か
の
農
林
水
産

関
係
者
や
個
人
事
業
所
か
ら
の
要

請
は
な
か
っ
た
か
伺
い
ま
す
。

前
田
政
義
村
長

要
望
が
あ
っ
た
こ
と
は
真

摯
に
受
け
と
め
、
内
容
を
精
査
し
、

ど
の
よ
う
な
支
援
策
が
あ
る
か
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
損

失
を
被
っ
て
い
る
事
業
者
は
ぜ
ひ
支

援
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
林
水
産
業
や
ほ
か
の
事
業
者
か

ら
は
今
の
と
こ
ろ
大
き
な
打
撃
は

受
け
て
い
な
い
と
の
情
報
で
す
。

伊
礼
正
徳
議
員

民
泊
事
業
は
す
で
に
一
学

期
は
延
期
中
止
に
な
っ
て
お
り
、
今

後
の
見
通
し
も
な
い
状
況
で
す
。
村

の
観
光
産
業
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
る
民
泊
会
員
へ
の
手
厚
い
支
援
を

検
討
で
き
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

前
田
政
義
村
長

今
年
度
は
受
け
入
れ
が
で

き
な
い
こ
と
を
決
定
し
た
と
聞
き
、

大
変
残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。
村
経

済
に
大
き
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
々

に
対
し
、
村
と
し
て
何
ら
か
の
支

援
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。伊

礼
正
徳
議
員

今
後
の
緊
急
事
態
に
備
え
、

経
済
を
支
え
る
各
種
団
体
、
専
門

委
員
、
村
民
で
構
成
し
た
経
済
活

性
化
協
議
会
を
即
設
置
し
て
、
活

発
な
意
見
交
換
の
場
と
す
る
こ
と

を
要
望
し
ま
す
。

前
田
政
義
村
長

緊
急
的
な
事
項
で
も
あ
り

ま
す
の
で
、
検
討
協
議
会
の
よ
う

な
形
で
取
り
組
む
よ
う
努
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

伊
礼
正
徳
議
員

最
後
に
先
の
一
律
特
別
定

額
交
付
金
の
支
給
率
を
伺
い
ま
す
。

諸
見
直
也
総
務
課
長

97
・
６
％
の
支
給
を
終
え

て
い
ま
す
。

潮平そのみ 議員
しおひら

を
図
る
。
以
上
の
４
つ
の
対
応
策
で

標
準
授
業
時
数
の
確
保
に
よ
る
す
べ

て
の
教
科
の
指
導
内
容
の
完
全
実

施
、
並
び
に
学
校
教
育
活
動
の
必

要
最
低
限
の
実
施
に
よ
り
、
幼
児
、

児
童
生
徒
の
学
び
を
確
実
に
保
障

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

潮
平
そ
の
み
議
員

学
校
行
事
の
中
止
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
１
年
間
通
し
て

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

照
屋
巧
教
育
長

子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
に

と
っ
て
大
事
な
学
校
行
事
が
中
止

に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
中
体
連

や
３
年
生
の
修
学
旅
行
に
関
し
て

は
実
施
し
て
い
く
方
針
で
あ
り
ま

す
。
日
高
市
と
の
交
流
行
事
は
可

能
か
ど
う
か
検
証
し
て
実
施
の
方

向
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

潮
平
そ
の
み
議
員

例
年
１
学
期
に
行
わ
れ
て

い
る
運
動
会
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

濱
里
篤
教
育
振
興
課
長

幼
稚
園
、小
、中
学
校
は
村

民
運
動
会
で
の
実
施
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
中
止

潮
平
そ
の
み
議
員

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
特

別
措
置
法
に
基
づ
き
、本
村
に
於
い

て
も
学
校
が
休
校
し
て
い
ま
し
た

が
、５
月
21
日
か
ら
臨
時
休
校
し
て

い
た
学
校
も
再
開
し
ま
し
た
。し
か

し
、私
は
こ
の
１
カ
月
半
の
授
業
の

遅
れ
が
非
常
に
気
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。そ
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
対
策
及

び
対
処
方
法
に
つ
い
て
、教
育
長
の

考
え
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

照
屋
巧
教
育
長

学
校
と
協
議
を
行
い
、
学

年
度
末
を
見
据
え
て
、
す
べ
て
の
学

年
の
す
べ
て
の
教
科
の
指
導
内
容
を

完
全
実
施
し
て
い
く
た
め
に
４
つ
の

対
応
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
ず
、
１
つ
目
に
夏
休
み
を
短
縮
し

て
授
業
日
数
、
授
業
時
数
を
確
保

す
る
こ
と
。
２
つ
目
に
予
備
時
数
を

確
保
す
る
こ
と
。
３
つ
目
に
教
科
ご

と
に
１
学
期
に
指
導
す
べ
き
で
あ
っ

た
内
容
を
２
学
期
に
移
動
す
る
と

指
導
計
画
の
工
夫
を
し
て
い
く
。
４

つ
目
に
学
校
に
関
連
す
る
教
育
委

員
会
行
事
の
精
選
、
見
直
し
、
学

校
現
場
に
お
け
る
教
育
活
動
や
行

事
の
精
選
、
見
直
し
、
縮
小
な
ど

が
決
定
し
ま
し
た
。
今
後
は
協
議

し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

潮
平
そ
の
み
議
員

幼
稚
園
、小
学
校
、中
学
校

の
運
動
会
は
学
校
教
育
の
一
環
で
す

が
、
村
の
行
事
と
併
せ
て
行
っ
て
も

大
丈
夫
な
行
事
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

濱
里
篤
教
育
振
興
課
長

運
動
会
は
全
村
民
が
対
象

と
い
う
こ
と
で
協
議
を
進
め
て
お
り

ま
し
た
の
で
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、

中
学
校
と
も
、
そ
の
中
で
取
り
組

ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
で
の
協
議
は

終
え
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

潮
平
そ
の
み
議
員

渡
米
し
て
行
わ
れ
る
中
学

校
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
行
事
は
ど
う

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

濱
里
篤
教
育
振
興
課
長

海
外
短
期
留
学
は
主
催
者

の
沖
縄
タ
イ
ム
ス
さ
ん
の
活
動
に

我
々
も
一
緒
に
村
か
ら
補
助
を
し
て

お
二
人
派
遣
し
て
い
ま
し
た
。現
在
、

米
国
の
方
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
ま
だ
猛
威
が
ふ
る
っ
て
い

る
状
況
で
も
あ
り
、
渡
米
が
で
き

な
い
状
況
だ
と
私
も
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
ま
た
沖
縄
タ
イ
ム
ス
さ

ん
も
こ
の
募
集
は
現
在
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
現
在

は
中
止
と
い
う
こ
と
で
考
え
て
お
り

ま
す
。

潮
平
そ
の
み
議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
、
学
校
に
パ
ソ
コ

ン
な
ど
の
整
備
事
業
で
端
末
導
入
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
も
今
回
予
算
措
置
も
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
学
校
の
勉

強
の
あ
り
方
、
社
会
の
変
動
に
よ
る

教
育
の
あ
り
方
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

照
屋
巧
教
育
長

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
た
め
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
し
た
授
業
は
突

然
の
休
校
措
置
に
よ
る
授
業
の
遅

れ
を
緩
和
す
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
や
は
り
全
地
域
に
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
が
大
切
と

思
っ
て
い
ま
す
。
島
内
に
す
べ
て
誰
一

人
隔
た
り
な
く
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
を
整

備
を
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
の
で
は

な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

伊礼　正徳 議員
　い　れい　　　しょう とく

Q新型コロナウイルスの影響による
村民生活、経済的支援策Q新型コロナウイルス感染症

による授業の遅れ
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第２回定例会議決結果一覧

第２回臨時会議決結果一覧

議会の動き

一般質問ダイジェスト

キラリ★いぜなっ子

●～●
●
●
●～●
●

2

3

3

4

8

3

7

旬の花

ハイビスカス

ザ・学生Ⅱ
vol.21

キラリ★
キラリ★いぜなっ子　ザ・学生は、近隣学校単位で掲載すること
にしました。今回のキラリ★いぜなっ子は沖縄県立沖縄工業高
等学校に通う皆さんです。

　
歩
夢
く
ん
は
中
学
生
の
こ

ろ
、技
術
を
身
に
つ
け
て
社
会

に
出
た
い
考
え
、沖
縄
工
業
高

校
に
入
学
し
ま
し
た
。

　
高
校
は
寮
生
活
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。最
初
は
う
ま

く
馴
染
ん
で
い
け
る
か
心
配

だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
ル
ー
ム

メ
イ
ト
が
地
元
の
先
輩
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、環
境
に
早
く

慣
れ
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う

で
す
。

　
寮
で
の
生
活
に
順
応
し
始

め
る
と
仲
間
も
で
き
、学
校
生

活
で
の
友
人
も
増
え
始
め
ま

す
。

　
学
校
生
活
で
の
思
い
出
は
、

専
攻
す
る
土
木
科
の
仲
間
た

ち
と
参
加
し
た
球
技
大
会
や

遠
足
な
ど
の
行
事
が
と
て
も

楽
し
か
っ
た
と
心
に
残
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
専
攻
す
る
土
木
科
で
は
初

め
て
学
ぶ
分
野
で
し
た
が
一

生
懸
命
取
り
組
ん
だ
こ
と
で

何
と
か
勉
強
に
も
つ
い
て
い

く
こ
と
が
で
き
、現
在
は
土
木

施
工
管
理
技
士
２
級
試
験
に

向
け
て
、日
々
勉
強
に
励
ん
で

い
ま
す
。

　
卒
業
後
は
建
築
関
係
の
仕

事
に
就
き
た
い
と
考
え
て
い

る
そ
う
で
す
。

　「
建
築
関
係
を
基
本
に
考
え

て
い
ま
す
が
、モ
ノ
づ
く
り
を

応
用
し
て
様
々
な
業
種
に
挑

戦
し
て
み
た
い
」と
希
望
に
燃

え
て
い
ま
す
。

　
後
輩
た
ち
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
お
願
い
す
る
と「
地
元
の

友
人
た
ち
は
本
島
に
出
て
き

て
か
ら
も
助
け
合
え
る
仲
間

な
の
で
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
ろ
さ
ん
は
幼
い
こ
ろ

か
ら
料
理
を
作
る
こ
と
に
興

味
が
あ
っ
た
こ
と
や
お
兄
さ

ん
が
沖
縄
工
業
に
進
学
し
て

い
た
影
響
も
あ
り
、
沖
縄
工

業
高
校
の
生
活
情
報
科
食
物

コ
ー
ス
に
進
学
を
決
め
ま
し

た
。

　
最
初
は
学
校
の
近
く
に
お

兄
さ
ん
と
同
居
し
、学
校
生
活

を
ス
タ
ー
ト
。

　
本
島
の
生
活
に
な
か
な
か

慣
れ
ず
、
飲
み
水
や
食
事
な

ど
環
境
に
適
応
す
る
こ
と
に

苦
労
し
ま
す
。し
か
し
、
幼
い

こ
ろ
両
親
か
ら
「
料
理
や
洗

濯
な
ど
い
ず
れ
は
島
を
出
て

も
一
人
で
や
っ
て
い
け
る
よ

う
に
意
識
し
な
さ
い
」
と
教

え
ら
れ
て
い
た
経
験
が
活

き
、
次
第
に
生
活
に
も
慣
れ

始
め
ま
す
。

　
学
校
生
活
で
は
一
カ
月
ぐ

ら
い
経
つ
と
友
人
も
で
き
始

め
、遠
足
な
ど
の
行
事
で
仲
を

新田歩夢くん

東江こころさん

深
め
ま
し
た
。勉
強
で
も
調
理

や
栄
養
な
ど
を
学
び
、現
在
で

は
食
物
調
理
一
級
検
定
に
挑

戦
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、驚
く
こ
と
に
沖
工
に
通

う
こ
と
で
他
分
野
の
こ
と
に

も
興
味
が
湧
き
、小
型
ク
レ
ー

ン
や
ダ
ン
プ
カ
ー
な
ど
の
免

許
取
得
に
も
励
ん
で
い
た
そ

う
で
す
。

　
色
々
と
興
味
を
持
つ
こ
こ

ろ
さ
ん
の
卒
業
後
の
進
路
は

ブ
ラ
イ
ダ
ル
関
係
の
仕
事
に

進
み
た
い
と
話
し
ま
す
。一

見
、他
分
野
の
仕
事
の
よ
う
に

聞
こ
え
ま
す
が「
人
を
喜
ば
せ

る
こ
と
は
共
通
し
て
い
ま
す
」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。多
く
の
人
々
の
幸
せ
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
く
の
で

し
ょ
う
。

　
後
輩
た
ち
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
た
ず
ね
る
と「
最
初
は
環

境
に
慣
れ
る
こ
と
が
、学
校
生

活
を
充
実
さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト

だ
と
思
い
ま
す
。一
人
で
頑
張

る
の
で
は
な
く
、ま
わ
り
を
十

分
に
頼
っ
て
も
い
い
の
で
前

を
向
い
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　議会だよりは定例会ごとの審議が主に編集掲載されるが、前号は新型
コロナウイルスの影響を受け、学生シリーズなどの掲載ができず、ようや
く今月号から平常な記事掲載になりました。
　しかし、再び県内に感染拡大し、歯止めがかからない、県独自の緊急事態

宣言が発令、さらに自粛期間も延長となり大変厳しい生活環境に直面しています。村民一
体となって感染拡大防止策で収束させ、安心安全な生活環境を取り戻したいものです。
　村民の皆様、くれぐれもお体にはご留意され、ご自愛ください。

広報調査特別委員会　伊礼正徳

　去る7月13日県
産品優先使用要請
団来村。古波津団
長（右）から要請書
を受ける宮城議長
（左）

沖縄県立沖縄工業高等学校
（３年生）

新田　歩夢くん（諸見）
沖縄県立沖縄工業高等学校
（３年生）

東江こころさん（伊是名）
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